





































































































































































































































樹しながら敷設し、パリへの給水量を増やし、給水場も 146 個所から 2,000
個所へと増設し、中央市場等の中心部の再開発に取り組んだ。しかし、パリ
への人口流入が加速度的過ぎた。たとえば、パリ市の人口は、1801 年には




















築を考えて幅員 18m とし、大通りに面する建築物の高さを 18m に統一し
た。その際、20,000 戸の家屋を撤去し、34,000 戸の建築物を建築した。都
心がつねに渋滞していたが、これでそうとう緩和された。そして遠くまで
見通せるようになった。歩道や側道は、1852 年では総延長 424km だった
ものを 1870 年には 11,088km にまで拡大した。そして歩道面積は、1879
年には 296 ヘクタールになっていた。大通り等には植樹が施され、1852 年
には植林側道 64.5km だったものが、1870 年には 112km にまで延長され
た。植樹数は 1852 年には 50,466 本だったが、さらに 1870 年には 95,577
本増えた。暗い通りは夜ともなれば犯罪を誘発するので、そして夜でも自由
な往来を保証するために街路灯を増設した。1852 年には 14,894 本だったが、
1870 年には 33,895 本になった。休憩用・談話用のベンチも設置された。大
通り・河岸沿いに 1868 年には 8,248 個を数えた。そしてなによりも衛生都
市にするには上下水道の大規模敷設が必要だった。1852 年には上水道総延
長が 705km だったが、1870 年には総延長が 1,547km に、約二倍に拡大した。
下水道・ガス管は 1852 年には総延長 145km だったが、1870 年には総延長
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が、1839 年、写真の公式公開年、以後のものではない」Dans l’intimité des 
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